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東北地方太平洋沖地震調査掘削（JFAST）における応力測定
Determination of Stress State in Japan Trench Fast Drilling Project (JFAST)
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東北日本太平洋沖 Mw9.0巨大地震の発生をうけて、統合国際深海掘削計画（Integrated Ocean Drilling Program、略称
IODP）は、かつてにない迅速な検討を行い、掘削船「ちきゅう」による緊急掘削調査プロジェクト「東北地方太平洋沖
地震調査掘削；Japan Trench Fast Drilling Project (JFAST)」の実施を決定した。この緊急掘削調査は、平成 24年 4月 1日
～5月 24日と平成 24年 7月 5日～7月 19日の 2回に分けて実施され、震源域における断層掘削を行った。掘削地点（北
緯 37度 56分東経 143度 55分）は宮城県牡鹿半島東方沖約 220km沖合の海域で、日本海溝までの距離は約 6kmであっ
た。水深が約 6890ｍの海底から、深度約 820mのプレート境界断層を貫通して、850mまで掘削して、チャート層に達
した。東日本大震災の大津波をもたらした、滑り量が 50mにも及ぶ震源断層を通過したと考えられる。
得られた掘削同時検層（Logging While Drilling, LWD）の比抵抗イメージを解析して応力の作用による掘削孔壁の圧縮

性破壊（ボアホールブレークアウト）を見出し、それの方向や幅から、掘削時（地震発生後）の地層内の応力状態が北
東?南西方向に伸張する応力場であることを明らかにした。このことは、これまでの調査結果から震災前は太平洋プレー
トの沈み込みに伴い北西?南東方向の圧縮場であったと考えられる海溝軸付近の地層の応力状態が、蓄積されていた応力
が地震発生時にほぼ全て解放されることによって伸張場に変化したことを示しており、この顕著な応力の解放は、東北
地方太平洋沖地震における津波の巨大化につながったと考えられる。
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